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溶解性
　　　　　対水　10ppm以下（TOC計による）
　　　　　対　rヘキサン2000ppm以上
督　共立出版化学大辞典による



Z　試験期間　　　昭和59年1月5日～昭和59年5月10日

5　試験方法及ぴ条件

　　　環保業第5号
　　　　　　　　　　　　く微生物等による化学物質の分解度試
　　　薬発第615号　　　　　　　　　　　　　験〉による

　　　49基局第592号

51　試験条件
　（a）生分癬試験条件

　　（1）御生物源：標準活性汚泥50ppm

　　（2）　供試物質濃度：100ppm

　　（3）試験液量：500雇

　　（4）試験期間：28日間

　（b）試験装置

　　　閉鎖系酸素消費量測定装置　揮発性物質用改良型

　（c）試料の採取

　　　供試物質をマイク白シリンジで18．0超分取’し各培養ピンに添加した．

　　　腫を1．66とすると・各聴ビンへ晦ll即29・9mgとなる・

　＠　B　O　D測定装置へのセット状況

状　　　　　　　　　　　　況

仕　込　時 試料は撹拌により分散した。

終　了　時
試料は分散状態で存在し、汚泥の増殖は

Fめられなかった。



52　直接定量分析

　（a）　使用分析機器及び条件
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毛試験結果

　　　　　　　　　　分解度⑯付図付表
　　　　　　　　　　　11　　図一1　表一1　酸素消費量による結果

　GCによる結果　・　図一2表一2
　　7日目のアニリンの分解度85刷図一1・表一惨照）

以上


